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版（Geriatric Depression Scale）である。 




















 著者は、地域在住で、老人クラブに所属し、老人会や健康教室に参加している 65歳以上の高齢者 459
名に、質問紙調査と Actiwatch-L (米国フィリップス・レスピロニクス社製社製、以下 AW-L)による睡
眠の質の調査を依頼した。調査項目は、質問紙調査では、基本属性、起床時間の規則性などの睡眠状況、
生活習慣、会話交流、GDS短縮版（Geriatric Depression Scale）である。AW-Lでは、Sleep efficiency









 質問紙の回収は 237部（回収率 51.6％）であり、AW-Lによるデータの得られた 232人（有効回答率
50.5%）を分析対象とした（沖縄地区 61人、関東地区 139人、北海道地区 32人の高齢者）。沖縄県内

























平成 29年 1月 30日および平成 29年 2月 24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席の
もと論文について説明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査
委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
